
柏
倉
忠
粛
は
、
幕
末
に
箱
館
病
院
の
五
人
の
頭
取
の
う
ち
の
一
人
と

し
て
名
声
の
高
い
医
師
で
あ
っ
た
が
、
開
拓
使
設
置
後
の
明
治
二
年
十

一
月
に
は
、
函
館
病
院
付
属
幌
泉
詰
と
し
て
同
地
に
赴
任
し
た
が
、
明

治
五
年
に
札
幌
に
移
り
、
翌
六
年
に
は
官
を
辞
し
、
札
幌
の
開
業
医
第

一
号
と
い
わ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
明
治
十
二
年
八
月
に
死
没
し
て

い
る
の
で
、
開
業
は
そ
う
長
く
な
か
っ
た
。
現
在
札
幌
市
東
本
願
寺
墓

地
に
柏
倉
忠
粛
の
墓
が
残
っ
て
い
る
。

柏
倉
忠
粛
が
札
幌
で
開
業
し
て
い
た
こ
と
は
、
北
海
道
の
医
史
研
究

の
先
達
者
で
あ
る
関
場
不
二
彦
博
士
の
「
札
幌
医
事
沿
革
史
」
（
「
関
場
理

堂
選
集
」
所
収
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
小
竹
英
夫
氏
は
こ
の
選
集
の
編

輯
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

小
竹
英
夫
氏
は
明
治
四
十
三
年
札
幌
で
出
生
、
昭
和
九
年
北
大
医
学

部
を
卒
業
さ
れ
た
。
私
の
一
年
先
輩
で
あ
る
。
通
算
七
年
の
軍
務
の
の

ち
、
北
大
付
属
医
学
専
門
部
教
授
、
国
立
旭
川
病
院
長
を
経
て
、
昭
和

二
十
五
年
か
ら
同
四
十
九
年
の
間
、
札
幌
市
で
内
科
・
小
児
科
医
院
を

営
み
、
そ
の
間
札
幌
市
医
師
会
理
事
、
北
海
道
医
師
会
常
任
理
事
を
共

に
ほ
ぼ
十
年
間
勤
め
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
間
北
海
道
医
師
会
史
の
編
集

長
と
し
て
、
彪
大
な
会
史
を
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
小
竹
氏
の
功
績
と

長
と
し
て
、
彪
大
な
会
｛

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

小
竹
氏
は
北
海
道
医
師
会
で
発
行
し
て
い
る
「
北
海
道
医
報
」
の
昭

和
三
十
七
年
三
月
か
ら
『
医
事
・
文
談
」
の
題
名
で
医
人
、
医
学
、
医

小
竹
英
夫
「
柏
倉
忠
粛
と
そ
の
周
辺
』

療
に
つ
い
て
執
筆
さ
れ
た
の
を
ま
と
め
て
昭
和
五
十
六
年
に
出
版
さ
れ
、

更
に
昭
和
四
十
四
年
か
ら
五
十
二
年
ま
で
の
発
表
を
「
続
医
事
・
文
談
』

と
し
て
昭
和
五
十
八
年
に
出
版
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
度
は
更
に
「
北

海
道
医
報
」
に
一
○
三
回
に
渉
っ
て
連
載
さ
れ
た
柏
倉
忠
粛
と
そ
の
家

系
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
成
果
を
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
度
の
小
竹
氏
の
著
書
は
明
治
生
ま
れ
の
小
竹
先
生
の
あ
く
な
き
調

査
の
努
力
と
見
識
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
医
史
研
究

者
に
研
究
の
仕
方
を
教
え
て
く
れ
る
見
本
の
著
述
で
あ
る
と
私
は
感
じ

て
い
る
。

北
海
道
の
医
史
学
研
究
は
や
っ
と
拡
大
し
て
、
札
幌
に
お
い
て
も
若

い
研
究
者
が
集
っ
て
の
研
究
が
始
っ
て
お
り
、
既
に
『
蝦
夷
地
の
医
療
』

と
い
う
論
文
集
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
小
竹
氏
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
相

談
役
と
し
て
指
導
に
当
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

（
渡
辺
左
武
郎
）
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